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青年部・奈良太鼓ひびく

NO

田

・・・ 2

職

保・・ーー・ 3

建築技術者

男

」

2

種

あなたは特定商工業者

奈良会議所ニュース

総務事務

3

会求杉職1・者こ博1粧ンに訟}、必、'＼t:ゞ_・タ}1ゞ'イノ"'ゞ＼'〆ー"'ン4,.1、・ノ内'ミぐ、0づ11

30億円

青年部・友好倶楽部だよりー

生活指導貝

4

・・' 4

経理事務

36

5

キ土

企業経営のカンどころ・

・・・・ 6

現場管理9年

54

6

験

般事務

相続と税金・・

求職者情報

総務(人事)10年

経理事務

28

女

7

養護老人ホーム
0指導介助2年

電話交換手

55

手取賃金
(月収)

8

経理事務20年

販売店貝

57

9

180,000円

仲秋名月
お知らせ

細祭1理事務20年

40

10

7

職業紹介状況(7月)学卒・パートを除く(奈良公共・職業安定所)

150,000円

勤務時間
(休日)

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)

般串務

経理7年

27

の

100,000円

,.,

9

1

8

般事務

5

事務5年

00~ 17:00
(日・祝)

60

瓊

150,000円

希

8

版売店貝15年

30~ 17:00
(日・祝)

55

目

9

1

勤務地
(通・住)

]30,000円

8

望

事務10年

30~17:00
(日・キ兄)

60

奈良・大阪
(通)

130,000円

現
削

10

9

]2

一般事務8年

00~17:00
(日・キ兄)

今
くい
るく
よよ
他

4億8,500万円

有

規模

100,000円

奈良市
(通)

8

燐
間有

12

30~17:00
(日・祝)

住所

交力

不問

区分

150,000円

奈良市
(通)

8:30~ 17:00
(日・祝)

奈良市消費者物価指数

(

求
人

不問

140,000円

奈良市

奈良市
(通)

9

配偶者
の有無

亥力

1哉

耳哉

00~17:00
(日・祝)

求職者

人

不問

奈良市

奈良市
(通)

8

60,000円

求

'7刈
」

名

30~17:00
(日・祝)

総

不問

計

奈良市

天理市
(通)

有

9

学歴・資格

人

5月

00~17:00
(日・祝)

生駒市奈良市
(通)

不問

奈良市

有

高卒
2級建築士

9

788
〕,824

00~17:00
(日・祝)

上昇率

139.3

不問

男

奈良市

天理市
(通)

対前月比

292
1,250

旧中卒

6月

6月

4,587

不問

天理市

奈良市
(通)

480

有

1,112

備考

高卒

女

139.フ

不問

生駒市

奈良市
(通)

162

有

291

印召和50年=10田

0.1

旧中卒

0.40

674
2,337

不問

308

天理市

前年比少

旧中卒

712

352

食料

不問

130

奈良市

162

有

3.5

0.3

0.48

経理専門校卒

576
2,250

乗客数

奈良市

有

中卒
電話交換手免

住居

129.6

^
^

3.6

有

0.32

高卒

摘要

7月

有

月別

寡婦

光熱

旧中卒

134.8

131.6

7

国鉄奈良駅
(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

6

(総理府統計局)

旧女卒

6

乗

被服

171.8

133.9

月

7

奈良交通名所めぐり

客

402,506

月

雑費

135.8

171.8

奈良公'

430,601

奈良県倒産状況

乗客

151.3

133.6

j」別

5,566

乗

、

6,402

151.0

6

嫡蜜

客

月

2,884

7月

件数

7 月

2,798

前年同月

(内整理を含む負債1,000万円以上)帝国データーパンク

6

金

14

5億3,000万円

額

無

無

人

寺F
京

本

西
良奈

年
令

33
321
201
922

△

68

残
暑
厳
し
い
今
日
こ
の
頃
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
▼
さ
て
、
ニ
ペ

ー
ジ
に
掲
載
の
と
お
り
当
所
協
賛
で
、

現
在
の
情
報
化
時
代
の
尖
兵
と
言
わ

れ
る
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
目
ざ
ま
し
い

進
展
に
対
処
す
る
た
め
、
「
企
業
経

営
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
効
果

的
な
活
用
の
あ
り
方
」
を
主
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

▼
今
後
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
り
な
く

情
報
化
の
急
速
な
浸
透
が
予
想
さ
れ

る
現
在
、
あ
な
た
の
経
営
合
理
化
の

た
め
に
も
是
非
ご
受
講
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

追
っ
て
通
知
致
し
ま
す
。

6
3

633
921

数

886

数
数
数
数
数

求

数
率

足

者
,
止
口

求

{

効

新
乃

介

年
比

"
即
月

対
同

允

印
刷
所

新
月
紹
就
有

合

発
行
所

査
市
登
大
路
町

関
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者紺

家
稔

頂
目

'
一
五プ

ー
ー

ー
ー
ー

共
同
精
版
印
刷
総

一
部
五
十
円

r
〆

゛創
立
闘
周
年
記
念
大
会

扣
月
力
日
開
催

,
ア
ー
一
フ
つ
シ
ョ
ン

デ

田
端
義
夫

ノ

.

゛゛

、
{

性
別

.

.
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上
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五
十
六
年
度

中
小
企
業
者
に
関
す
る

国
等
の
契
約
の
方
針

中
小
企
業
者
に
対
す
る
官
公
需
の

受
注
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
に
、

「
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者

の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
通
商
産
業
大
臣
は
毎
年
度
各

省
庁
と
協
議
し
て
「
中
小
企
業
者
に

関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
L
 
を
作

成
し
、
閣
議
の
決
定
を
定
め
て
、
そ

の
要
旨
を
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
昭
和
五
十
六
年
度
の

方
針
に
つ
い
て
、
去
る
七
月
十
日
の

閣
議
で
次
の
よ
う
な
内
容
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

一
、
中
小
企
業
向
け
契
約
目
標

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
け
る
国
等

の
契
約
の
う
ち
、
中
小
企
業
向
け
の

契
約
目
標
は
、
総
額
で
約
三
兆
八
千

九
百
八
十
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
日

和
五
十
五
年
度
の
実
績
に
比
べ
十
三

一
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
契
約
目
標
額
の
内
訳
は
、
国
に

つ
ぃ
て
は
約
二
兆
百
八
十
億
円
、
公

社
.
公
団
等
に
つ
い
て
は
約
一
兆
八

千
八
百
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
官
公
需
総
予
算
額
に
占
め

る
中
小
企
業
向
け
発
注
比
率
も
、
契

約
目
標
同
様
前
年
度
を
上
回
る
三
十

ハ
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ハニ
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増

大
の
た
め
の
措
置

昭
和
五
十
六
年
度
の
目
標
を
達
成

さ
せ
る
た
め
、
国
等
は
前
年
度
ま
で

の
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契

約
の
方
針
に
定
め
ら
れ
た
措
置
に
つ

て
、
一
層
の
徹
底
を
図
る
も
の
と

いし
、
特
に
今
年
度
に
お
い
て
は
、
次

の
措
遣
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

円

中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目

に
つ
い
て
金
属
洋
食
器
を
加
え

て
九
品
目
(
織
物
、
外
衣
、
下

着
類
、
そ
の
他
の
繊
維
製
口
叩
、

家
具
、
機
械
す
き
和
紙
、
印
刷
、

潤
滑
油
、
事
務
用
品
及
ぴ
金
洋

食
器
)
と
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
の
発
注
計
画
の
情
報
の
提
供

及
び
落
札
価
格
等
の
官
公
需
受

注
情
報
の
提
供
を
行
う
。

⇔
随
意
契
約
制
度
の
活
用
等
に

よ
り
、
中
小
企
業
者
の
事
業
協

同
組
合
等
に
対
す
る
受
注
機
会

の
増
大
を
図
る
。

■
一
般
競
争
及
び
指
名
競
争
契

約
に
お
け
る
同
一
資
格
等
級
区

分
内
の
者
に
ょ
る
競
争
の
確
保

を
図
る
。
特
に
、
中
小
工
事
や

中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
目
の

指
名
競
争
入
札
に
当
た
つ
て
は
、

(

で
き
る
限
り
中
小
企
業
者
を
指

名
す
る
な
ど
行
う
。

四
中
小
企
業
者
の
入
札
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
性
能
、
規
格

等
入
札
を
行
う
た
め
に
必
要
な

事
頃
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
者

へ
の
説
明
の
徹
底
に
努
め
る
。

銘
柄
指
定
を
行
わ
な
い
。

数
量
面
又
は
工
程
面
等
を
十

分
検
討
し
、
可
能
な
限
り
分
割

発
注
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
。

固
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
原
材

料
価
格
の
実
情
等
1
し
て
、

適
正
な
価
格
で
の
発
注
に
配
慮

す
る
。

⑳
地
方
支
分
部
局
等
に
お
け
る

調
達
の
推
進
及
び
地
方
支
分
部

局
限
り
で
、
発
注
が
で
き
る
契

約
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
ょ
る
地
元
中
小
企
業
者
へ

の
発
注
機
会
の
増
大
を
図
る
。

ω
中
小
建
設
業
者
に
対
し
特
段

2

(
の
配
慮
を
払
い
、
そ
の
受
往
機

会
の
増
大
に
努
め
る
。

州
中
小
企
業
者
の
自
主
的
努
力

の
助
長
の
た
め
に
、
官
公
需
相

談
担
当
者
を
明
確
に
し
て
お
く
。

三
、
官
公
需
に
係
る
施
策
の
推
進

冊
国
等
は
本
方
針
の
一
層
の
普

及
及
び
徹
底
を
図
る
。
ま
た
、

国
等
の
地
方
支
分
部
局
等
に
お

い
て
も
、
官
公
需
確
保
対
策
地

方
推
進
協
議
会
の
運
用
等
に
ょ

、
り
、
地
方
の
実
情
に
即
し
て
中

小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大

を
図
る
よ
、
ワ
努
め
る
。

⇔
各
省
各
庁
等
は
、
前
、
記
の
諸

項
目
に
関
す
る
措
黄
状
況
を
、

中
小
企
業
庁
長
官
あ
て
通
知
す

る
な
ど
、
中
小
企
業
庁
長
官
と

密
接
な
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
本

方
針
の
実
施
に
つ
い
て
遺
憾
の

な
い
よ
う
努
め
る
。

士会式株

ル
又締又耳表代

、
つ
0

い
て
話
^
営
者
は
十
人
中
四
人
は

ダ
メ
で
あ
る
」
と
い
う
て
い
る
。
事

業
の
た
め
に
融
資
を
、
つ
け
る
と
い
、
つ

こ
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の

で
あ
っ
て
、
卑
屈
な
感
ヒ
を
与
え
る

よ
う
で
は
銀
行
さ
ん
も
信
用
し
な
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
レ
ス
ト
一
フ
ン
の
最

大
手
S
社
が
外
食
産
業
に
進
出
し
た

時
は
資
金
的
に
は
ほ
と
ん
ど
徒
手
空

挙
の
状
態
に
ひ
と
し
か
っ
た
。
銀
行

は
第
一
に
担
保
を
要
求
、
第
二
に
経

営
者
の
信
用
を
問
題
に
し
た
が
同
社

に
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
あ
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
結
局
は
借

入
れ
に
成
功
し
た
の
だ
が
、
そ
の
き

め
手
は
事
業
計
画
に
あ
っ
た
。
そ
れ

は
物
的
な
爽
つ
け
の
あ
る
条
件
で
は

な
い
。
机
上
の
ぺ
ー
パ
ー
プ
ラ
ン
で

は
あ
っ
た
が
経
営
者
の
情
熱
を
か
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
に
力
強
い
ポ
ラ
テ
シ
ャ

ル
を
感
じ
と
っ
て
銀
行
は
融
資
の

ラ
を
き
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
S
社
の
経
営
者
た
ち
は

決
し
て
下
を
向
い
て
ボ
ソ
ポ
ソ
と
話

し
た
り
は
し
な
か
っ
た
ろ
、
つ
。
彼
ら

.

は
予
定
し
て
い
た
第
一
号
店
の
口
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
銀
行
幹
部
を
連
れ
だ

し
、
「
こ
こ
に
こ
れ
こ
れ
の
店
を
建
て

る
の
だ
」
と
熱
つ
ぽ
く
、
堂
々
と
声

を
大
に
し
て
説
得
に
当
た
っ
た
の
だ

部
下
に
指
示
す
る
時
や
会
議
で
の

発
言
は
、
つ
と
め
て
大
き
な
声
で
や

る
よ
う
に
し
た
い
。
声
を
大
に
し
て

、
0

、

発
言
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
言
葉

に
の
っ
・
ぴ
き
な
・
わ
な
く
な
り
、
責
任

感
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
た

か
っ
て
そ
れ
が
行
動
の
バ
ネ
と
も
な

る
。
部
下
も
そ
の
発
言
に
迫
力
を
感

じ
説
得
を
う
け
や
す
い
。

ま
た
、
大
き
な
声
が
職
場
を
飛
ぴ

か
っ
て
い
る
時
は
、
直
接
自
分
に
と

つ
て
関
係
の
な
い
情
報
で
も
、
「
あ
あ
、

あ
の
人
は
今
あ
あ
い
う
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
る
ん
だ
な
し
と
い
う
理
解

を
生
み
、
セ
ク
シ
ョ
ン
問
の
連
携
や

一
体
感
を
酸
成
す
る
の
に
予
想
外
に

役
立
っ
て
る
も
の
で
あ
る
。

下
ば
か
り
向
い
て
ポ
ソ
ポ
ソ
と
話

を
す
る
経
営
者
に
は
金
を
貸
す
な
ー

と
の
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
。
銀
行
マ
ン

か
ら
金
融
評
論
家
に
な
っ
た
今
井
嘉

男
氏
は
「
私
の
経
験
で
は
、
下
を
向

Y

＼ノ

j1
の
あ
る
会
社

経
営
評
論
家

脇
田

〆

日

会
社
を
訪
問
し
て
み
て
、
社
貝
の

話
し
合
う
声
が
大
き
く
、
ハ
リ
の
あ

る
会
社
は
い
い
会
社
で
あ
る
。
私
の

経
験
的
な
企
業
診
断
法
で
あ
る
が
、

印
象
観
察
と
は
い
ぇ
ま
ず
間
違
い
は

W
月
7
・
8
日

時

午
前
N
時
よ
り

当
所
五
階
大
ホ
ー
ル

当
所
会
員
無
料

一
般
一
名
に
つ
き
三
千
円

後
日
送
付
の
同
封
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
記
入
の
上
お
送
り
く
だ
さ
い

マ

『
企
業
経
営
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
の
効
果
的
な
あ
り
方
』

◎
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
業
務
課

(
⑳
六
ニ
ニ
ニ
代
)
ま
で

働
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

大
阪
通
商
産
業
局
・
奈
良
県
・
奈
良

工
業
高
等
専
門
学
校

奈
良
商
工
会
議
所

3

所
Ⅱ
:

申
込
方
法

冗

な
し

テ

オ
フ
ィ
ス
は
売
り
場
や
工
場
と
は

違
、
つ
か
ら
静
か
な
ほ
う
が
べ
タ
ー
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
ま
る
で

図
書
館
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
静
寂
さ

で
は
よ
く
な
い
。
中
を
歩
く
と
ク
ツ

音
が
コ
ツ
コ
ツ
、
鼻
を
か
め
ぱ
び
っ

く
り
す
る
よ
、
つ
な
音
響
、
隣
り
と
打

ち
合
わ
せ
る
の
に
も
ま
る
で
内
緒
話

の
よ
、
つ
に
ヒ
ソ
ヒ
ソ
声
1
こ
ん
な

緊
張
空
間
に
な
っ
て
い
る
職
場
は
明

る
く
な
く
、
活
気
も
な
い
し
、
健
康

的
で
な
い
。
あ
っ
ち
の
電
話
、
こ
っ

ち
の
電
話
で
応
対
す
る
社
員
の
声
が

ガ
ン
ガ
ン
聞
こ
え
る
く
ら
い
の
会
社

の
ほ
、
?
が
業
績
も
よ
く
、
モ
ラ
ー
ル

も
高
い
と
、
私
は
常
づ
ね
そ
う
み
て

い
る
が
、
事
実
、
好
業
績
の
会
社
は

例
外
な
く
そ
、
つ
で
あ
る
。

野
球
放
送
を
き
い
て
い
て
も
、
押

冗室口

せ
押
せ
ム
ー
ド
の
チ
ー
ム
か
、
わ
は
「
き

よ
う
は
べ
ン
チ
か
ら
も
よ
く
声
が
出

て
ま
す
ね
」
な
ど
と
い
っ
て
い
る
の

を
よ
く
聞
く
。
逆
に
形
勢
不
利
な
時

は
意
気
消
沈
し
て
べ
ン
チ
か
ら
も
自

然
に
声
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

逆
境
の
時
に
も
で
っ
か
い
声
の
出
る

組
織
を
つ
く
ら
な
け
れ
ぱ
な
、
わ
な
い
。

で
っ
か
い
声
を
出
す
こ
と
の
メ
リ

ツ
ト
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。
巨
人
軍

の
王
助
監
督
は
選
手
時
代
、
ス
ラ
ン

プ
に
な
る
と
逆
立
ち
を
し
た
り
、
大

声
を
出
し
た
り
し
て
気
分
転
換
を
は

か
っ
た
そ
う
だ
が
、
で
っ
か
い
声
を

出
し
た
あ
と
は
、
す
っ
き
り
し
て
気

分
の
い
い
も
の
だ
。
ス
ト
レ
ス
解
消

、

、、

L

に
な
る
し
、
健
康
法
に
も
な
る
。

宗
教
学
者
の
紀
野
一
義
氏
は
学
生

に
「
随
聞
記
L
 
を
講
議
し
た
時
の
こ

と
を
次
の
よ
、
つ
に
書
い
て
い
る
。

「
一
週
間
に
一
度
、
学
生
と
と
も

に
大
声
で
『
随
聞
記
』
を
読
む
と
、

胸
の
奧
に
た
ま
っ
た
し
こ
り
も
ど
こ

か
へ
消
、
え
て
な
く
な
っ
た
。
『
随
聞

記
』
に
は
独
特
の
り
ズ
ム
が
あ
る
。

王
催

後
援

そ
れ
は
道
元
禅
師
そ
の
人
の
命
の
り

ズ
ム
で
あ
る
。
大
声
で
至
心
に
読
む

と
、
そ
の
り
ズ
ム
が
自
分
の
命
の
り

ズ
ム
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
」

こ
の
境
地
に
ま
で
到
達
す
る
の
は

た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
が
、
自
分

の
生
命
の
り
ズ
ム
ま
で
も
つ
く
り
出

し
え
た
ら
す
ぱ
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

協
賛

呆イ

十
一
丁

一
三
口
,
イ

設
t谷

、子

桝

桝
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中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実

麗公開模擬テスト闇
皿進学教室■

゛

奈良市杉ケ西町・国鉄奈良駅南3分圏春夏冬学習講座■、豁繞 橿原市兵部町福又ビル2F
五條市五条1丁目桜井誠文堂内

ノ＼

'
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奈良会議所ニュース

抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ
奈良県教育テスト協会

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)

ーご81情報化週間行事一

コンピュータ講習会

会0742(23)2123{代〒630
a07"2(3)5028代〒634
昏07472(3)1313(イ勺〒637

昭
和

参場

総合企画・設計・監理

(六)国

本社及び
奈良事務所
京都事務所

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号
T E L 奈良(0742) 34-1 4 6 1(代)

京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
T E L 京都(075) 221-1 6 3 2(代)

日船1)から海外旅行まで旅のことならお気軽にノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号

(株)読売旅行奈良営業、
奈良市高天町18 TEL 0742⑳5521~2

ノ、
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応援します、
ゆとりある人生。

奈良会議所ニュース
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こんなに素晴らしい制度です。
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●掛金は、全額か戸市与控除です。
●共済金は、退職所得扱いです。
●国営制度ですから安全・確実です。
●便利な即日貸付制度もあります(ー
定の資格者)。

●加入できる方は、常時使用する従業
員が20人(商業とサービス業では5
人)以下の個人事業主と会社の役員、
一定規模以下の企業組合・協業組合
の役員の方です。
■お問合わせ・お申込みは^
奈良商工会議所へ(0742)26-622以代)

゛
'

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)
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共済金等の一覧表

:'

,

^^
1 1'リ
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1

月額30ρ00円
掛けの場合

'令
、

,

掛金合計

.,

γ1

,゛

.

共済金
共済金

例えば5年目

事業主の退職金制度

準共済金

(60力月目)

★共済金A ・ Bは、掛金払込み期問が3年(36力月)未満の場合、払い込み済の掛金相当額となりますが、掛金払い込み期問が
3年(36力月)以上になると、たいへ人有利になります。

★準共済金は、共済金Bの80%が支払われます。ただし、その金額が掛金合計額より少ない場合は掛金合計となります。

A

1β00ρ00円

小規模企業共済

第 156号(第三種郵便物認可)

B

中小企業事業団/共済事業本部
〒105 束京都港区虎ノ門2-8-1 合円3)502-7171{化

2,452200円

i共済金.凖共済金は、掛金の払い込み月数別にお支払い額を法律でお約束し、
、てぃます。この表は、毎月30,000円掛けたときの共済金・凖共済金の一仔1」です。/

10年三

1,990,200円

、エ

(120力月目)

1β00ρ00円

3,600ρ00円

t

5β29ρ00円

15年三

(

4,656ρ00円

、

a80力月目)

゛,割
゛

3724,800円

5,400ρ00円

.,'、

ーー、、'、.、:、ナ、,

奈良会議所ニュース

、

(

10,476,600円

t
f ^

2

8,338200円

年目
(240力月目)

羣1

'

、
」゛

あなたの街の家具専門店
くつろぎのインテリアづくり

7200,000円

6,670560円

''

16β73β00円

ぞりぞ卜症旦

13ρ14,600円

10,411,680円

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)
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奈良市二条町 1丁目1-9
大和郡山市丹後ノ庄町
生駒市谷田町1250

1
!

(

0742(33)7671 獣)
07435(6)2731 凪)
07437(4 )2181 【イU

^

^

'

、^

*

ご自身の巣をもつということは

1

^"

jc.ぞ'ニ、fゞ'
ノぐフレストラン

"

U

女

営業時間
しぐプタイム

^

合

9:00~22:00

17:00~22:00)

ボトルキープ

、、

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階
...^●●●●^■....

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

雙昏^^ユニフォーム
4

奈良市四条大路5丁目7番10号
T E L奈良(0742)33-0255(代表)

夏
期
集
中
講
座
開
催

去
る
8
月
4
 
日
・
 
5
 
日
・
 
6
 
日
(
玲

時
1
部
時
)
の
3
日
間
当
所
4
階
中

ホ
ー
ル
に
て
(
延
べ
勘
名
が
参
加
)

恒
例
の
夏
期
集
中
講
座
開
催
。

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

<
8
月
4
日
働
W
時
1
部
時
>

テ
ー
マ
高
度
成
長
神
話
の
成
立

と
崩
壊

講

奈
良
県
立
短
期
大
学
教

而1
授
商
学
博
士
由
比
凌
氏

わ
が
国
経
済
の
戦
後
の
発
展
過
程

の
中
で
高
度
成
長
期
は
S
部
年
朝
鮮

戰
争
勃
発
に
ょ
る
特
需
を
跳
躍
台
に

S
娼
年
秋
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ツ

ク
ま
で
、
そ
の
問
何
度
か
の
景
気
変

動
を
経
験
し
な
か
,
わ
も
約
給
年
間
続

い
た
わ
け
で
す
。

こ
の
長
期
に
わ
た
る
高
度
成
長
を

成
立
せ
し
め
た
背
景
は
、
世
界
的
に

は
①
世
界
の
枠
組
が
資
本
主
義
対
社

会
主
義
の
二
極
対
立
②
世
界
平
和
③

ハ

ツ
ク
ス
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
確
立
④

G
A
T
T
 
.
 
1
M
F
体
制
を
中
、
心
と

す
る
自
由
貿
易
の
推
進
⑤
技
術
革
新

の
進
展
⑥
資
源
の
大
国
支
配
体
制
の

硫
立
で
あ
り
、
国
内
的
に
は
①
日
米

経
済
協
力
体
制
②
旺
盛
な
設
備
投
資

と
大
量
生
産
体
制
の
確
立
③
血
旻
畠
か

つ
低
賃
金
の
労
働
力
の
存
在
④
間
接

金
融
優
位
体
制
の
確
立
⑤
政
府
の
効

果
的
な
財
政
政
策
と
社
会
資
本
の
整

備
等
が
考
、
え
、
わ
れ
る
。

こ
の
よ
、
つ
な
条
件
の
も
と
で
わ
が

国
経
済
は
驚
異
的
な
高
度
成
長
を
為

し
遂
げ
、
高
度
成
長
神
話
を
成
立
せ

し
め
た
わ
け
で
す
。
す
な
わ
ち
①
実

質
W
%
成
長
の
神
話
②
長
期
好
況
の

神
話
③
V
字
型
景
気
回
復
の
神
話
で

あ
る
。

ー
.

し
か
し
、
 
S
妬
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ

ヨ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
過
剰
流
動
性

イ
ン
フ
レ
、
さ
、
b
に
S
 
朝
年
秋
の
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
ょ
り
高
度

成
長
は
決
定
的
に
崩
壊
し
、
高
度
成

長
神
話
も
こ
れ
ま
た
完
全
に
崩
壊
す

る
中
で
、
低
成
長
経
済
社
会
へ
の
移

行
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
、
つ
な
中
で
産
業
界
は
消
極

経
営
、
す
な
わ
ち
コ
ス
ト
切
り
下
げ
、

省
力
化
、
雇
用
調
整
、
価
格
指
向
型

へ
と
転
換
し
、
こ
の
た
め
景
気
変
動

の
サ
イ
ク
ル
が
短
期
化
せ
ざ
る
を
え

な
い
と
い
、
つ
の
が
目
取
近
の
経
済
情
勢

の
構
造
的
特
徴
で
あ
る
。

<
8
月
5
日
咽
玲
時
!
部
時
>

テ
ー
マ
中
小
企
業
の
現
状
と
問

題
点

講

而

奈
良
県
立
短
期
大
学

1

教
授
三
宅
順
一
郎
氏

わ
が
国
の
中
小
企
業
は
発
展
途
上

国
の
追
上
げ
、
円
相
場
の
変
動
、

ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
の
急
上
昇
等
内

外
経
済
環
境
が
厳
し
い
に
も
か
か
わ

ら
す
、
合
理
化
・
高
付
価
値
化
、
市

場
開
拓
等
に
ょ
り
ま
が
り
な
が
、
わ
も

乗
り
こ
、
え
て
き
た
。

し
か
し
業
種
的
に
は
輸
出
、
設
備

投
資
関
連
業
種
で
比
鞍
的
順
調
で
あ

つ
た
も
の
の
、
非
耐
久
消
費
財
、
建

設
関
連
部
門
で
停
滞
が
著
し
く
、
さ

、
わ
に
地
城
間
・
企
業
間
格
差
か
拡
大

す
る
と
い
う
踏
行
性
が
目
だ
っ
た
と

い
、
つ
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
な
中
で
今
後
の
中
小
人
止

業
経
営
動
向
を
展
望
す
る
と
、
「
量
か

ら
質
へ
の
転
換
」
と
い
、
つ
発
想
の
転

換
が
要
求
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貝

的
拡
大
に
ょ
・
わ
な
い
コ
ス
ト
の
低
減
、

商
品
.
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
価
値
化
、

消
費
者
二
ー
ズ
に
A
口
0
 
た
商
品
開
発

等
ソ
フ
ト
面
重
視
へ
の
指
向
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
経
営
戦
略
は
①
技
術

力
の
向
上
②
企
業
活
力
を
体
化
す
る

設
備
投
資
の
円
滑
化
③
企
業
活
力
を

担
、
つ
人
材
の
確
保
・
養
成
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ぱ
な

、
わ
な
、

最
近
の
中
小
企
業
を
取
り
ま
く
大

き
な
環
境
変
化
は
①
国
際
化
の
一
層

の
進
展
②
国
民
意
識
の
変
化
と
二
ー

ズ
の
多
様
化
③
雇
用
労
働
情
勢
の
変

化
④
地
域
社
会
へ
の
健
全
な
発
展
へ

の
要
請
で
あ
り
、
こ
の
厳
し
い
環
境

変
化
に
対
し
て
旺
盛
な
企
業
家
精
神

と
創
造
的
な
経
営
力
を
も
っ
て
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
、
わ
な
い
。

<
8
月
6
日
困
W
時
1
即
時
)

テ
ー
マ
消
贄
者
二
ー
ズ
の
変
化

と
商
品
開
発

講

而

消
費
生
活
研
究
会
運
営

1

委
員
長
次
田
葉
子
氏

れ
、
そ
の
基
本
的
権
利
は
①
安
を
求

め
る
権
利
②
知
わ
さ
れ
る
権
利
③
選

ぶ
権
利
④
意
見
を
聞
い
て
も
ら
、
つ
権

利
で
あ
る
。
最
近
は
時
代
の
高
度
化

と
と
も
に
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
へ
と

消
費
者
問
題
か
変
化
し
、
新
し
い
問

題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

一
方
企
業
サ
イ
ド
で
は
専
門
処
理

機
関
の
設
置
等
消
費
者
対
策
に
力
を

入
れ
、
そ
の
対
応
は
①
情
報
処
理
②

製
品
仕
入
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
③

経
営
政
策
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ツ
ク
と

い
、
つ
サ
イ
ク
ル
を
シ
ス
一
丁
厶
化
し
つ

つ
デ
ー
タ
ー
に
ょ
る
経
営
戦
略
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

翻
え
っ
て
消
費
者
の
目
か
ら
み
た

商
品
開
発
は
省
資
源
、
環
境
問
題
、

高
令
化
社
会
等
の
時
代
的
社
会
的
変

化
に
着
目
し
な
が
ら
生
活
文
化
を
見

直
す
と
い
、
つ
観
点
か
ら
の
発
想
が
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

電
電
電

店
店
店

寺
山
駒

消
費
者
問
題
と
は
商

品
を
通
じ
て
消
費
者
と

企
業
の
間
で
起
こ
る
問

題
で
あ
る
。
こ
の
消
費

者
問
題
の
発
生
は
、
わ

が
国
経
済
か
大
量
生
産

大
量
消
費
体
制
を
確
立

し
た
高
度
成
長
時
代
、

つ
ま
り
S
釦
年
代
に
端

を
発
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
た
と
、
え
ば
人
止
業

は
新
製
品
を
つ
ぎ
つ
ぎ

に
開
発
し
、
そ
れ
を
消

費
者
に
売
り
込
む
た
め

に
激
し
い
競
争
を
行
、
つ

中
で
、
誇
大
広
告
、
商

品
に
対
す
る
安
全
性
へ

の
配
慮
の
欠
如
等
か
ら

社
会
問
題
か
表
面
化
し

た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
な
中
で
S

心
年
故
ケ
ネ
テ
ィ
ー

大
統
領
の
消
贄
者
教
書

に
基
礎
を
置
く
「
消
費

者
保
護
法
」
が
制
定
さ

西
郡
生
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青
年
部
奈
良
太
鼓

大
い
に
気
を
吐
く

ミ
&
&
&
&
8
ミ
&
ミ
ミ
ミ
&
ミ

t
1
1
侭
1
1
侭
侭
侭
1
1
侭
弓
部

第
五
回
奈
良
の
夏
ま
つ
り
(
七
月
ピ
に
豆
し
ぽ
り
、
連
日
連
夜
の
練
習

二
十
六
日
開
催
)
の
協
賛
と
し
て
、
で
、
す
っ
か
り
板
に
つ
い
た
バ
チ
さ

夏
ま
つ
り
。
ハ
レ
ー
ド
に
市
民
の
応
援
ぱ
き
で
沿
道
を
埋
め
た
十
数
万
人
の

と
期
待
を
担
い
、
今
年
も
当
所
青
年
人
々
か
、
わ
、
や
ん
や
の
拍
手
喝
采
を

部
に
ょ
る
奈
良
太
鼓
が
参
加
し
た
、
つ
け
参
加
者
二
0
数
名
、
大
い
に
気

ニ
、
 
0
0
0
人
を
超
え
る
ハ
レ
ー
を
吐
き
、
夏
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り

ド
の
し
ん
が
り
を
努
め
、
粋
な
ハ
ッ
上
げ
た
。

姦
盲

ー
ー

青
年
部
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

進
捗
状
況

亀
、

.
'
y
、
^
、
^
'
^
^
,
:
,
娩

佃
.
一
、
、
ー

、
,
.
'
、
,
,

ー
へ
一
・
一
,
:
・
、

■
●

1
プ
 
6
、

膨
、

「
住
み
ょ
い
都
市
環
境
と
商
工
業

の
調
和
に
つ
い
て
」
の
予
備
調
査
と

し
て
、
都
市
問
題
、
産
業
問
題
、
商

店
街
の
問
題
を
骨
子
と
し
て
、
こ
の

7
月
よ
り
次
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂

き
、
予
備
調
査
を
8
月
中
旬
終
了
し

た
。

、

官
公
庁
関
係
者

、

政
界
関
係
者

、

経
済
団
体

言
゛

・
七
ム

匂

商
店
街
代
表
者

、

観
光
関
係
者

、、

製
造
関
係
者

、

住
民
代
表

、

学
識
経
験
者
学
校
関
係
者

報
道
関
係
者

、、

金
融
業
界

こ
の
皆
様
方
よ
り
ご
回
答
い
た
だ

い
た
資
料
を
も
と
に
、
 
9
月
中
に
本

調
査
の
設
問
作
り
を
行
な
、
つ
。

W
月
よ
り
調
査
を
行
な
い
ま
す
の

で
そ
の
折
は
以
前
に
も
増
し
て
ご
協

力
賜
わ
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
紙
面
を
か
り
ま
し
て

ご
協
力
頂
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

内
外
の
業
者
か
ら
あ
な
た
の
企
業
に

関
係
あ
る
取
引
上
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
場
A
口
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
あ
な
た

の
事
業
所
を
有
利
に
紹
介
あ
っ
せ
ん

い
た
し
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
業
者
は
、
信
用
を
増

す
一
助
に
も
な
り
ま
す
し
、
会
議
所

の
各
機
関
を
活
用
で
き
ま
す
。

会
議
所
は
、
地
区
内
の
商
工
業
の

現
状
を
正
確
に
知
り
、
あ
な
た
の
事

業
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
の
相
談

相
手
と
な
り
、
地
区
内
の
商
工
業
の

改
善
発
展
を
推
進
す
る
任
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。

八
千
円
以
上
の
個
人
(
上
記
二
項

の
ど
れ
か
ー
つ
に
該
当
す
る
事
業

所
)

◎
◎
◎
◎

,

特
定
商
工
業
者
と
は

奈
良
市
内
で
は
、
下
記
基
準
以
上
の

企
業
を
営
ん
で
い
る
方
を
い
い
ま
す
。

、、

商
工
会
議
所
法
第
7
条
オ
2
項

法
人
:
・
一
、
資
本
金
弱
万
円
以
上
の

法
人
(
会
社
・
事
業
所
・
出
張
所

営
業
所
・
支
店
等
)

個
人
・
:
ニ
、
事
業
税
等
が
年
額
四
万

一

斎
庭

6

/ー
.
■
:
'
轟

.,登
録
の
義
務

特
定
商
工
業
者
に
該
当
の
方
は
、

法
定
台
帳
に
必
要
事
項
を
記
入
の
ラ

え
、
登
録
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
規
に
特
定
商
工
業
者
に
該
当
の

方
、
引
き
続
き
該
当
の
方
で
最
近
の

法
定
台
帳
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
方

は
、
用
紙
を
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
御
記
入
の
、
つ
ぇ
返
送
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

゛

あ
な
た
は

特
定
商
工
業
者 ー

ー
1

.

゛
●
J

.

◎
◎

(
、

(
負
担
金
に
つ
い
て

法
定
台
帳
の
作
成
、
管
理
運
用

等
の
経
費
と
し
て
、
通
産
省
の
認
可

を
得
て
事
業
所
毎
に
負
担
金
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
該
当
の
方
に
は
、
本
年
よ

り
昭
和
那
年
分
負
担
金
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

7

めを

畏
長

全
国
各
商
工
会
議
所
は
、
商
工
会

議
所
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
、

毎
年
地
区
内
の
商
工
業
者
調
査
を
行

、

法
定
基
準
に
照
合
し
て
特
定
商

い工
業
者
を
確
認
し
、
法
定
台
帳
を
作

ら
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
か
ら
引
き
続
き
特
定
商
工
業

者
に
該
当
の
方
も
、
本
年
新
規
に
該

当
の
方
も
、
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

C
1

会
議
所
は
あ
な
た
の
味
方

会
議
所
は
、
各
業
者
が
会
貝
と
な

つ
て
組
織
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、

常
に
業
者
の
味
方
で
あ
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

こ
の
登
録
は
、
あ
な
た
の
企
業
に

有
利
に
こ
そ
な
れ
、
課
税
上
不
利
を

き
た
す
と
い
、
つ
よ
、
つ
な
こ
と
は
絶
対

に
な
い
筋
合
い
の
も
の
で
す
。

取
引
関
係
・
金
銭
上
の
諸
問
題
等

秘
密
に
関
す
る
こ
と
は
、
絶
対
責
任

を
も
っ
て
厳
守
い
た
し
ま
す
。

法
定
台
帳
の
運
用
管
理

記
入
さ
れ
た
用
紙
を
整
備
し
、
県

お
す
す
め

低
成
長
時
代
を
迎
え
、
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
き
然

と
し
て
己
を
確
保
し
、
企
業
を
推
進

し
て
い
く
実
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
特
定
商
工
業
者
か
ら
更
に
商
工

会
議
所
会
員
に
御
加
入
い
た
だ
き
、

会
議
所
を
利
用
し
販
路
を
拡
げ
、
企

業
を
合
理
化
し
、
ま
た
地
区
の
商
工

業
振
興
活
動
に
御
参
加
下
さ
い
。

市
内
の
商
工
業
者
の
方
な
ら
会
員

に
な
る
こ
と
が
で
゛
ま
す
。
皆
様
の

会
議
所
御
活
用
を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。

会
費
法
人
一
口
ー
 
0
、
 
0
0
0
円
,

個
人
一
口
六
、
 
0
0
0
円
。

詳
細
に
つ
い
て
は
当
所
特
定
商
工
業

者
係
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

第 156号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース

^関西電力妹奈良支店

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行) 第 156号(第三種郵便物認可)

電気.計叢・空餌・管・防災・土木

●取綺役会
●取綺役牡

システムの信頼

近電
岡本繁一
武田恭一

奈良会議所ニュース

<省エネ>システムへの結集.ノ
近電工の技術です。

支店長小柴薫近雀電鼠工率株夫会ゞ土
大阪市大淀区本庄東2丁目3暑41号〒531 金備(37

奈良市西木辻町25の1
良支店 T E L0742(24) 1 121 仟廿勿て

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)

一無担保・無保証人一
本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善し、事

業を発展させようとおしえの方々に、必要な小口の事業資金を、商工
会議所会頭の推劇で国民金融公庫よ1)無担保・無保証人でお貸しする
ものです。
◎貸付対象/常時雇用する従業員の数が、商業・サービス業で

小企藁尊軽轡匝贄魯卵^

土5 人以下、製造業その他では20人以下の企業で
(注)環境衛生業種(飲食店、理・あること。

美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
触公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/350万円(内連転資金300万円以内)
利 率/年7.0%
済期限/設備 4年以内1《、,,

担保・保証人/不要(信用保証協会の保証もい 1)ません)
貸出機関/国民金融公庫
濠本佑Ⅲ窒についてのお問い合せは当所中小企業相談所

(TEL ⑳6222(伐まで。)

連転 3年以内

工事のための停電にご協力を

必要に応ヒ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還
必要に応ヒ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還

電気を安定しておとどけするため、設備の増強工事、改
修工事などのときには最少限の範囲で停電のお願いをす
ることがあります。ご理解とご協力お願いいたします。
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(
家
族
キ
ャ
ン
プ
)
一

^
羽
市
相
差
町
で
行
な
う

去
る
8
月
9
日
1
N
日
の
両
日
に

わ
た
り
、
鳥
羽
市
相
差
海
岸
で
子
供

達
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
楽
し
い

家
族
キ
ャ
ン
プ
を
行
な
っ
た
。

参
加
し
た
の
は
N
家
族
、
大
人
心

名
、
子
供
託
名
、
総
勢
兇
名
の
大
所

帯
で
観
光
バ
ス
2
台
、
乗
用
車
3
台

に
分
乗
し
、
従
来
に
な
か
っ
た
人
気

を
集
め
た
。

ま
ず
初
日
は
、
族
館
到
着
後
直
ち

に
海
水
浴
、
す
い
か
割
り
を
楽
し
む

な
ど
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
子
供
達
の

海
水
浴
の
世
話
等
で
汗
だ
く
。
タ
食

後
、
近
く
の
浜
で
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
、
花
火
大
会
、
歌
合
戦
と
盛
沢

山
、
旅
館
に
戻
り
、
又
映
画
会
と
楽

し
い
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
で
あ
っ

た
。
翌
日
は
、
午
前
6
時
釦
分
か
ら

、

倉

ラ
ジ
オ
体
操
、
浜
辺
で
魚
と
り
、
カ

二
と
り
と
朝
食
前
に
早
く
も
ひ
と
遊

ぴ
、
朝
食
後
元
気
よ
く
海
水
浴
。
帰

路
鳥
羽
水
族
館
に
立
ち
寄
り
、
タ

方
、
全
貝
無
事
、
元
気
に
帰
着
し
た
。

尚
、
景
品
等
次
の
皆
様
方
よ
り
多

数
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
(
順
不

同
、
敬
称
略
)

、

制
あ
か
し
や
(
水
谷
悦
郎
)

総
本
田
青
紫
園
(
本
田
正
人
)

声

総
菊
一
文
珠
(
松
岡
泰
夫
)

四
郎
包
永

稙
原
梅
月
堂
(
植
原
一
光
)

共
同
粘
版
印
刷
総
(
近
東
宏
光
)

三
和
製
菓
御
(
山
本
憲
司
)

(
土
屋
信
こ

春
日
野

川
合
商
店
総
(
川
合
進
)

制
赤
膚
山
元
窯
(
古
瀬
尭
三
)

宮
沢
彫
刻
工
房
(
宮
沢
昌
輔
)

総
い
な
縛
食
(
稲
葉
圭
司
)

(
中
村
一
行
)

森
永
牛
乳

紀
寺
町
販
売
店

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
(
中
村
徹
)

木
下
薬
品
総
(
木
下
尊
通
)

咽
奈
良
ヤ
マ
ノ
(
{
呂
沢
笙
子
)

正
木
商
事
総
歪
木
康
雄
)

(
前
田
武
)

前
田
製
菓

(
+
謡
井
中
延

福
徳
物
産

ミ
ヤ
コ
電
機
商
会
(
小
川
裕
司
)

正
和
商
事
総
(
永
井
正
弘
)

(
箸
尾
享
嗣
)

総
平
城
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冒
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冒
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冒
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七
月
第
二
例
会
開
催

七
月
二
八
日
、
午
後
六
時
よ
り
午

後
八
時
ま
で
共
同
精
版
印
刷
株
式
会

社
・
会
長
・
近
東
弘
七
氏
の
「
海
外

こ
ぽ
れ
話
」
と
い
う
演
題
の
講
話
を

拝
聴
致
し
ま
し
た
。

話
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

最
初
に
紙
幣
の
話
を
さ
れ
、
金
額
の

大
小
で
紙
幣
の
大
き
さ
が
ち
が
、
つ
の

よ
、

日
本
だ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
南
米
観
光
で
は
何
と
言
っ

て
も
イ
グ
ア
ス
の
滝
で
あ
る
。
そ
の

規
模
は
世
界
一
で
あ
る
。

最
後
に
今
回
友
好
倶
楽
部
で
行
く
、

バ

リ
島
の
話
を
さ
れ
て
、
氏
の
海
外

旅
行
の
う
ち
で
も
、
最
も
印
象
の
深

か
っ
た
所
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

出
席
者
一
同
、
近
東
氏
の
楽
し
い

ご
講
話
に
和
や
か
な
会
で
あ
っ
た
。

八
月
例
会
開
催

八
月
十
一
日
、
正
午
よ
り
午
後
二

時
ま
で
、
奈
良
文
化
女
子
短
期
大
学

教
授
大
谷
甚
太
郎
氏
よ
り
「
現
在
を

斬
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を

開
い
た
。

話
の
概
要
は
、
現
代
教
育
に
つ
い

て
の
話
が
、
主
な
内
容
で
あ
り
、
「
現

代
の
テ
ス
ト
の
結
果
だ
け
で
、
そ
の

人
の
能
力
を
判
断
す
る
教
育
で
は
、

人
間
生
活
に
心
要
な
判
断
力
、
勇
気
、

決
断
情
緒
な
ど
は
養
な
わ
れ
な
い
。

今
最
も
教
育
に
必
要
な
物
は
、
情

操
教
育
で
あ
る
、
」
と
の
ご
意
見
で
あ

大
谷
教
授
の
、
熱
の
こ
も
っ
た
、

ご
講
話
に
、
出
席
者
一
同
感
動
し
、

意
義
深
い
会
で
あ
っ
た
。

事
業
委
員
会
開
催

八
月
十
一
日
午
前
十
時
三
十
分
よ

り
豊
沢
委
員
長
他
4
名
に
ょ
り
、
開

催
。
九
月
第
一
例
会
、
九
月
第
二
例

会
、
十
月
例
会
、
十
一
月
第
一
例
会
、

十
一
月
第
二
例
会
、
親
睦
旅
行
会
に

つ
い
て
審
議
を
し
、
親
睦
旅
行
は
九

州
熊
本
、
長
崎
方
面
と
決
定
し
準
備

を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
ほ
か

各
例
会
と
も
担
当
部
会
が
進
め
る
こ

と
と
し
たバ

リ
島
旅
行
実
施

八
月
十
八
日
午
後
七
時
三
十
分
よ

り
有
志
四
十
五
名
が
二
十
四
日
ま
で

海
外
旅
行
を
実
施
し
た
。
詳
し
く
は

次
号
で
報
告
し
ま
す
。

9

最
近
、
多
少
の

^
・
.
景
気
の
よ
し
あ
し

.

.

.

.

.

を
問
わ
ず
、
ま
た

.

.

.

規
模
の
大
小
に
か

.
経
慾蔦
か
わ
ら
ず
い
わ

ゆ
る
二
極
分
化
と

企
.
一
・
.
、
:
.

か
て
一
方
て
は

十
分
儲
け
て
い
る

企
業
が
あ
る
か
と
思
、
つ
と
、
他
方
で

は
企
業
を
維
持
し
て
い
く
の
が
精
一

杯
の
も
の
や
倒
産
す
る
も
の
が
あ
る

そ
れ
に
、
こ
こ
数
年
来
続
い
て
い
る

高
水
準
の
企
業
倒
産
は
、
「
企
業
は

つ
ぶ
れ
る
よ
、
つ
に
で
き
て
い
る
」
か

の
よ
、
つ
さ
え
見
之
る

現
に
、
あ
る
テ
ー
タ
に
ょ
る
と

中
小
企
業
で
新
規
に
開
業
し
た
企
業

が
、
ど
の
位
の
間
生
き
ら
れ
る
か
を

見
る
と
、
わ
が
国
で
は

一
年
目
二
0
1
三
0
%
か

二
年
目
さ
ら
に
二
0
%
が

三
年
目
さ
ら
に
-
 
0
%
が
消
滅

す
る
。
三
力
年
を
経
過
す
る
と
五
0

%
余
の
企
業
か
消
滅
し
て
い
る
と
さ

れ
て
い
る

そ
し
て
十
年
た
つ
と
八
0
%
が
消

滅
し
て
、
生
き
残
る
の
は
僅
か
二
0

%
し
か
な
い
と
い
う

し
か
し
米
国
で
は
、
そ
れ
が
五
0

%
は
生
き
残
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
差

は
、
経
営
管
理
力
の
差
と
さ
れ
て
い

る

1

井
上
誠
逸

侠
夕
高

』

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
・
プ
ロ
テ
ィ
ン
・
プ
ル
ー
ン

才
n
ス
九
く
●

"
、
内
'
か
j
v

る
よ
、
つ
に
で
き
て
い
る
の
て
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
し
企
業
か
、
本
来

原
理
的
に
つ
ぶ
れ
る
1
儲
か
ら
な
い

よ
っ
に
で
き
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ぱ

誰
が
多
額
の
資
本
を
調
達
、
投
下
し

て
ま
で
経
営
の
苦
労
を
背
負
い
込
む

よ
う
な
こ
と
を
す
る
だ
ろ
、
つ
か

そ
こ
て
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
過

半
か
消
滅
す
る
と
い
、
つ
企
業
の
倒
産

原
因
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ょ
、
つ

ま
ず
、
わ
か
国
の
場
合
は
、
い
ろ

い
ろ
な
分
け
方
が
あ
る
が
一
般
的
な

(
゛

》
-
1
事
1 .

セ
か
ぢ

つ
て
い
る
。
業
績
低
迷
や
他
社
倒
産

の
余
波
な
ど
外
部
要
因
と
考
、
え
ら
れ

る
も
の
が
半
分
近
く
を
占
め
、
当
該

企
業
の
能
力
に
は
余
り
関
係
な
い
よ

つ
た
か
果
し
て
そ
、
つ
だ
ろ
、
つ
か

次
に
米
国
の
場
合
(
一
九
七
一
年

レ
プ
氏
調
べ
)
は
、
無
能
力
四
七

七
%
、
か
た
よ
っ
た
経
験
一
八
・
四

%
、
管
理
者
の
経
験
不
足
一
五
・
一

%
、
第
一
線
の
経
験
不
足
一
三
・
三

%
、
怠
慢
一
・
七
%
、
災
主
旦
・
ニ

%
、
不
正
一
・
ニ
%
、
不
明
二
・
ハ

町
 
2

東
 
5

市
 
0

上
一
」
 
6

良
=
 
L

奈
 
T

8

ノ(

企
業
は

つ
ぶ
れ
る
よ
う
に

で
き
て
い
る
?

お
好
み
呉
服

他
戸

人
の
企
業
を
経
営
す
る
能
力
の
あ
る

者
も
-
 
0
0
人
の
企
業
を
経
営
す
る

叱
力
を
持
つ
に
至
る
と
は
限
ら
な
い

す
な
わ
ち
、
-
0
人
の
企
業
の
経
営

の
能
力
者
は
、
往
々
-
 
0
0
人
の
企

業
の
経
営
の
無
能
力
者
で
あ
り
、
同

様
に
-
0
0
人
の
企
業
で
の
能
力
老

が
三
0
0
人
の
企
業
で
は
無
能
力
者

と
な
る
。
さ
ら
に
、
無
能
力
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
、
か
た
よ
っ
た
経
験

し
か
な
い
た
め
の
倒
産
も
一
八
・
四

%
で
あ
る
。
結
局
倒
産
の
原
因
の
三

分
の
二
は
経
営
者
の
能
力
の
欠
如
に

あ
る
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る

わ
が
国
の
倒
産
原
因
の
分
類
が
そ

の
責
任
の
所
在
が
分
散
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
米
国
の
そ
れ
は
誠
に
明
瞭

で
あ
り
、
企
業
者
に
と
っ
て
頂
門
の

一
針
と
い
ぇ
よ
、
つ

要
す
る
に
、
企
業
は
、
原
理
的
に

は
儲
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が

そ
れ
は
無
条
件
に
儲
か
る
の
で
な
く

経
営
者
か
合
理
的
な
運
営
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
こ
そ
儲
か
る
の
で

あ
る
。
合
理
的
な
運
営
ー
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
し
な
い
と
、
企
業
は
、
む
し

ろ
、
つ
ぶ
れ
る
よ
う
慥
な
っ
て
い
る

と
い
、
え
そ
、
つ
て
あ
る

奈
良
西
寺
林
商
店
街

6
 
1
 
2
 
3
1
 
-

分
類
(
五
十
三
年
東
京
商
エ
リ
サ
ー

チ
調
べ
)
に
ょ
る
倒
産
原
因
の
件
数

の
多
い
上
位
-
 
0
原
因
(
し
た
が
っ

て
合
計
は
-
0
0
%
に
な
ら
な
い
)

は
、
業
績
低
迷
三
五
・
六
%
、
事
業

上
の
失
敗
三
二
・
一
%
、
他
社
倒
産

の
余
波
-
 
0
・
ハ
%
、
融
手
操
作
七

九
%
、
赤
字
累
積
七
・
三
%
、
運
転

資
金
の
欠
乏
四
・
0
%
、
売
掛
金
回

収
難
三
・
五
、
設
備
投
資
過
大
二

三
%
競
争
か
ら
の
落
伍
二
・
ニ
%

事
業
外
の
失
敗
一
・
三
%
な
ど
と
な

と
こ
ろ
て
、
企
業
は
、
元
来
儲
か

%
、
計
-
 
0
0
%
と
な
っ
て
い
る

)
れ
は
、
企
業
は
生
き
物
と
い
わ
れ

る
が
、
一
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
口

ボ
ツ
ト
に
ょ
る
作
業
を
除
け
ば
、
自

動
的
に
活
動
す
る
も
の
で
な
く
、
企

業
経
営
者
や
従
業
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
な
く
て
は
、
正
常
に
活
動
す
る
も

の
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
活

動
の
主
体
と
し
て
の
観
点
を
重
視
し

た
も
の
と
い
ぇ
よ
う
。
こ
こ
で
注
目

す
べ
き
は
、
無
能
力
と
い
う
の
か
四

五
・
七
%
を
占
め
て
い
る
が
、
-
 
0

中
小
企
業
診
断
士
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製
讐
詣
詣
讐
鞭
謡
訟
無
讐
箒
能
無
箒
箒
詮
声
鞭
讐
能
無
箒
讐
゛

鞭
し
*

批
相
続
と
税
金
一
*

返
ご
存
知
で
す
か
計
算
方
法
^

批
亨
適
梨
聾
鴻
鴫
梨
集
卦
業
鴫
鴫
僻
鴫
鴻
鴫
鴫
美
僻
熊
鴫
鴫
僻
讐
煮

中
小
企
業

経
塞
目
理
妻
成
コ
ー
ス

募
集
案
内

相
続
税
は
、
死
亡
し
た
人
の
財
産

を
相
続
や
遺
贈
(
遺
言
に
ょ
っ
て
財

産
を
譲
る
こ
と
)
に
ょ
っ
て
も
ら
っ

た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
。
遺
産

を
相
続
す
る
場
A
口
、
相
続
人
は
だ
れ

か
と
か
、
遺
産
の
分
割
は
ど
ぅ
す
る

か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て

き
ま
す
の
で
、
相
続
税
は
複
雑
な
税

金
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

相
続
税
は
ど
の
く
ら
い
の
財
産
か
ら

か
か
る
の
か
、
ど
ん
な
計
算
方
法
に

な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
相
続
税
が

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
(
死
因

贈
与
を
含
み
ま
す
。
以
下
同
じ
)
に

よ
っ
て
も
ら
っ
た
正
味
の
ー
が
、

遺
産
に
係
る
基
礎
控
除
額
(
以
下
「
基

礎
控
除
額
L
 
と
い
い
ま
す
。
)
を
超
え

て
い
る
場
合
に
、
そ
の
超
之
る
額
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
正
味
の

遺
産
額
が
、
基
礎
控
除
額
の
範
囲
内

で
あ
れ
ぱ
、
相
続
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。基

礎
控
除
額
は
、
二
千
万
円
と
、

四
百
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を
掛

け
た
金
額
を
加
、
え
た
合
計
額
で
す
。

例
え
ぱ
、
法
定
相
続
人
が
妻
と
子
三

人
の
合
計
四
人
で
あ
る
場
A
口
、
基
礎

控
除
額
は
、
二
千
万
円
十
(
四
百
万

円
X
四
人
)
 
1
三
千
六
百
万
円
と
な

り
ま
す
の
で
、
正
味
の
遺
産
額
が
三

千
六
百
万
円
ま
で
で
あ
れ
ぱ
、
相
続

税
は
か
か
η
ま
せ
ん
。

正
味
の
遺
産
額
は
次
の
よ
う
に
し

て
計
算
し
ま
す
。
ま
ず
、
各
相
続
人

や
受
遺
者
(
遺
言
に
ょ
っ
て
財
産
を

も
ら
う
人
)
が
相
続
や
遺
贈
に
ょ
っ

て
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら
、

課
税
財
産
や
そ
れ
ぞ
れ
各
人
が
負
担

し
た
債
務
や
葬
式
費
用
三
引
い
て
、

各
人
の
正
味
の
財
産
価
額
を
計
算
し

ま
す
。
こ
れ
を
合
計
し
た
も
の
が
、

正
味
の
遺
産
額
で
す
。

な
お
、
相
続
又
は
遺
贈
に
ょ
り
財

産
を
も
ら
っ
た
人
が
相
続
開
始
前
三

年
以
内
に
被
相
続
人
か
ら
贈
与
を
受

け
た
財
産
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
財

産
の
価
額
が
そ
の
人
の
正
味
の
財
産

価
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

課
税
対
象
か
ら
除
か
れ
る
財
産

相
続
し
た
財
産
は
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
す
べ
て
が
相
続
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
非

課
税
財
産
と
し
て
、
相
続
税
の
課
税

対
象
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
、
墓
所
、
仏
壇
祭
具
な
ど

ニ
、
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
に
国

や
地
方
公
共
団
体
又
は
特
定
の
公

益
法
人
に
寄
付
し
た
財
産

三
、
心
身
障
害
者
共
済
制
度
に
基
つ

く
給
付
金
の
受
給
権

四
相
続
人
が
受
取
っ
た
死
亡
保
険

金
の
う
ち
.
原
則
と
し
て
、
相
続

人
一
人
当
り
二
百
五
十
万
円
ま
で

の
金
額

五
相
続
人
が
受
取
っ
た
死
亡
退
職

金
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
相
続
人

一
人
当
り
二
百
万
円
ま
で
の
金
額

な
お
、
遺
族
が
受
取
っ
た
香
典
に

は
、
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

法
定
相
続
人
・
法
定
相
続
分
は
民
法

の
規
定

だ
れ
が
相
続
人
に
な
る
か
に
つ
い

て
は
、
民
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

普
通
の
場
合
は
、
死
亡
し
た
人
の
配

偶
者
と
子
で
す
。
子
が
い
な
い
と
き

は
、
配
偶
者
と
直
系
尊
属
(
父
母
な

ど
)
、
子
も
直
系
尊
属
も
い
な
い
と

き
は
、
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
が
相
続

人
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
子
が
既
に
死
亡
し
て
い
て

孫
が
い
る
と
き
は
、
孫
は
死
亡
し
た

子
と
同
じ
立
場
で
相
続
人
と
な
り
、

兄
弟
姉
妹
が
既
に
死
亡
し
て
い
て
お

い
や
め
い
が
い
る
と
き
は
、
お
い
や

め
い
も
死
亡
し
た
兄
弟
姉
妹
と
同
ヒ

立
場
で
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

法
定
相
続
分
は
、
民
法
で
次
の
と

お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
相
続
人
が
配
偶
者
と
子
の
場
合

配
偶
者
は
二
分
の
一
、
子
は
二
分

の
ニ
、
相
続
人
が
配
偶
者
と
直
系
尊
属

の
場
合

配
偶
者
は
三
分
の
二
、
直
系
尊
属

は
三
分
の
一

三
、
相
続
人
が
配
偶
者
と
兄
弟
鯆
妹

の
場
合

配
偶
者
は
四
分
の
三
、
兄
弟
姉
妹

は
四
分
の
一

な
お
、
子
、
直
系
尊
属
、
兄
弟
姉

長
長

会
社

妹
が
そ
れ
ぞ
れ
二
人
以
上
い
る
と
き

は
、
前
記
の
割
合
を
均
等
に
分
け
ま

す
。相続

税
の
計
算
は

相
続
税
の
計
算
は
、
ま
ず
、
正
味

の
遺
産
額
か
ら
基
礎
控
除
額
を
差
引

い
て
課
税
遺
産
額
を
計
算
し
ま
す
。

次
に
、
課
税
遺
産
額
を
各
法
定
相

続
人
が
法
定
相
続
分
に
ょ
っ
て
も
ら

つ
た
も
の
と
し
て
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
額
に
税
率
を
掛
け
て
税
額
を
算
出

し
ま
す
。
こ
の
税
額
を
合
計
し
た
も

の
が
相
続
税
の
総
額
で
す
。

こ
の
相
続
税
の
総
額
を
、
各
相
続

人
や
受
遺
者
が
実
際
に
取
得
し
た
正

味
の
財
産
価
額
の
割
合
に
応
じ
て
あ

ん
分
し
た
額
が
、
各
相
続
人
や
受
遺

者
の
相
続
税
額
で
す
。

相
続
税
の
税
率
は
、
-
 
0
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
七
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ま
で
、

課
税
遺
産
額
に
応
ヒ
て
高
く
な
る
超

過
累
進
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
会
「マ

大
洋
物
産
脱
・
浅
倉
深
太
郎
・
中

筋
町
三
-
1
-
五
・
医
療
器
具
・
美

術
品
販
・
⑳
八
六
0
 
-

▽
矢
澤
建
設
・
矢
澤
騏
・
桂
木
町

七
1
五
0
五
・
土
木
建
築
・
@
六
七

0
0

▽
麟
新
日
本
プ
ロ
サ
プ
ラ
イ
・
荒
木

嘉
徳
・
高
天
市
町
ニ
ニ
ー
一
・
広
告

代
理
・
⑳
二
八
六
一

▽
カ
ネ
リ
フ
タ
バ
鰯
・
今
井
菊
之
助

西
大
寺
東
町
二
1
四
1
-
・
呉
服
販

@
三
五
五
一

=
貝

、

、
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▽
宮
西
自
動
車
商
会
・
{
呂
西
敏
哉

大
安
寺
町
三
三
六
・
自
動
車
修
理

販
・
@
七
六
八
0

ワ
胸
京
都
陶
苑
・
山
本
衛
・
西
大

寺
東
町
二
1
四
1
 
丁
陶
器
販
・
@

五
七
四
0

▽
こ
け
し
や
・
清
水
真
平
・
西
大
寺

東
町
二
1
四
1
 
-
・
飲
食
・
@
八
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三
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木
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寿
し
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九
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▽
か
お
る
ド
ラ
ッ
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・
香
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宝
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町
一
八
九
1
四
・
医
薬
品
化
粧

品
販
・
@
九
九
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三

▽
C
L
C
カ
ン
パ
ニ
ー
・
彦
田
徹

芝
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町
-
ー
ニ
ー
九
・
電
機
設
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⑮
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三
三
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5
5
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中
小
企
業
大
学
校
関
西
校
で
は
次

の
要
項
に
ょ
り
経
営
管
理
者
養
成
コ

ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
る
。

▽
受
講
対
象
中
小
企
業
の
経
営
管

理
者

▽
定
員
三
0
名

▽
受
講
料
三
五
0
0
0
円
充
力
旦

マ
期
間
昭
和
郭
年
W
月
お
日

よ
り
同
即
年
8
月

(
一
力
見
9
日
間
)

闇
予
予
予
予
予
予
予
予
予
認

一
企
業
短
信
一

.

ビ
タ
ミ
ン
E
で

一
若
返
り
"

部
ξ
ξ
ξ
4
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
噐

率

超
"
ー
"
"
ー
"
"
"
ー

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

カ
.
^
カ
^
.
^
,
カ
.
^
^
.
^
^
、
^

0
 
0
 
0

0
0
0
0
0
0
0
0

2
5
9
5
3
3
8
0
億
0
0
0
^

1
2
3
4
7
 
4
8
5

億
億
使

01

七
光

弘
宏

東
東

近
近

老
化
は
出
来
る
だ
け
遅
ら
せ
た
い

の
が
人
情
。
老
人
に
多
い
心
蔵
病
や

肝
臓
、
血
行
障
害
に
有
効
と
い
わ
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
E
を
含
ん
だ
健
康
食
口
叩

を
扱
っ
て
い
る
の
が
イ
ン
ペ
ッ
ク
ス

青
空
。
そ
の
他
、
色
々
な
栄
養
食
品

も
曲
呈
昌
に
取
揃
え
て
い
る
。
お
問
い

合
せ
は
青
空
・
⑳
六
ニ
ニ
ニ
脚
ま

で
。

▽
コ
ー
ス
目
標

①
経
済
社
会
環
境
に
対
応
し
た
企

業
組
織
に
お
け
る
経
営
管
理
者

の
位
置
と
役
割
。

②
近
代
的
経
営
管
理
手
法
に
関
す

る
知
識
と
そ
の
応
用
力
。

③
管
理
老
と
し
て
の
人
間
形
成
及

び
能
力
・
資
質
に
関
す
る
知
識

と
そ
れ
ら
の
啓
発
の
あ
り
方
。

▽
申
込
締
切
日

昭
和
郭
年
9
月
鉛
日
(
{
疋
員
に
な

η
次
第
締
切
り
)

▽
決
定
通
知

受
入
れ
が
決
定
し
た
場
合
、
申
込

者
あ
て
通
知
致
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町
高
岡

中
小
企
業
大
学
校
関
西
校
研
修
課

熨
0
七
九
9
-
)
②
五
九
三
一

ー
ー
-
2
5

(

第 156号(第三種郵便物認可)

こ存じです力

印紙税額が
変わりました

契約書や領収書などを作ったとき、収入印紙
をはり印紙税を納めますが、今年の5月1日力
ら印紙税の税額が変わり、最低100円か200円に
なるなど、税額か'2倍に引き上げられました
印紙税がかかる文書に収入印紙をはらなかっ

最低税額が100円から200円に

奈良会議所ニュース

たり額を間違えないよう、ご注意くださし

■問違って印紙をはりすぎた場合◆

、

その文書を税務署に持って行き、一定の手続
きをすると還付されます。

■印紙税がかかる女害に収入印紙をはらなかっ
た場合◆
印紙税か力、かることを知らなかったり、はり

忘れた場合にも、納めなかった印キ氏税額の3倍
(自主的に収入印紙をはってないことを申し出
た場合1.1倍)の過怠税がかかります。
詳しくは、最寄りの税務署におたずねくださ

レ、

昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)
第]56号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和56年9月10日(毎月1 回10日発行)

Ⅱ

《,

●税

法定相続分の各相続人の取得価格
20ob 円↓メ1
50OJi円"
900万円
1.500ガ円
2・ 300/j円 "

3,300/j円
4,800万PJ
フ, oooh'円
纛

1{吏4,000万円 "

1億8.000万円 "

2イで5.000万円 1」

5 伯円

税率

大阪店

多色美術E剛・書籍・新聞E開1・包装・帳票印刷

控除額

包勺井殉塘版印邪り井朱乳會製

一万円

本牡工場
稟京工場
大阪工嶋

奈良市三条大路2丁目2番6号
東京都荒川区東日暮里5丁目6-4
阪市南区竹屋町7番地

橋本町 36良市,丁琴

(23) 3 1 3 1 (代)E L 074
大阪市天王寺区上本町6丁目6番1号
TEL 06(フ71)4501・4996

電話 0742-33-1221番
電話 03-802-4741番
電話 06-271-7951番

大蔵省印刷局指定
奈良県官報販売所
政府刊行物奈良サービス・ステーション
T E L 0742 (22) 8 8 4 4 く専用)

■雛奈良明新社
本社


